
 
 
 

は じ め に 
 
 
 
 
 

平成 19 年 9 月に宇治橋下流宇治川右岸堤防付近で宇治川太閤堤跡が発掘されました。 

この遺跡は、豊臣秀吉が命じて造営した太閤堤の一部と考えられ、当時の治水技術の高さ

を知る上でもたいへん貴重な遺跡であり、近く国の史跡に指定される予定です。 

本市といたしましても、この遺跡を保存するとともにその周辺を観光宇治の新たな拠点と

位置づけ、ここを訪れる多くの人々にとって、時代を超えて宇治の歴史が体感できる場とな

るよう整備して参りたいと考えております。 

一方、宇治橋周辺地域は、宇治川を中心とする自然景観に加え、世界遺産である平等院や

宇治上神社をはじめとする歴史・文化遺産にも恵まれ、宇治茶の伝統や文化が息づくまちな

みが残されており、本年 2 月には重要文化的景観として国の選定をいただいたところでござ

います。 

そこで、宇治川太閤堤跡の発見を契機に、これまで推進して参りました源氏物語を中心と

するまちづくりに「秀吉と茶の湯」という新たなテーマを加えまして、宇治の歴史・文化や

景観を守り育てるとともに未来に継承していくため、「宇治茶と歴史・文化の香るまちづくり

構想」を策定いたしました。 

今後は、この構想に描かれた新たな拠点整備や周辺のまちづくりが 1 日も早く実現し、源

氏物語千年紀で賑わった宇治のまちが、さらに魅力を増して市民の皆様から愛され、多くの

観光客に訪れていただきますよう、市民の皆様や関係者の皆様と力を合わせて進めて参りた

いと考えております。 

最後になりましたが、この構想の策定にあたり、ご尽力を賜りました構想検討委員会の委

員各位をはじめ、ご協力を賜りました皆様に心から感謝を申し上げます。 

 

 

平成 21 年 7 月 

宇治市長 久保田 勇
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宇宇治治茶茶とと歴歴史史・・文文化化のの香香るるままちちづづくくりり構構想想  

１ ．まちづくり構想の背景と目的 

（１）はじまりは宇治川太閤堤跡の発見 

平成 16 年頃から京阪宇治駅西側に広がる農地では関係地権者の皆さんが共同して宅地化

を進めるため、土地区画整理事業の計画が進められていました。 

事業内容もほぼ決まり、工事に先立つ埋蔵文化財調査を進めていたところ、石積み護岸が

発見され、その後の調査でこれが太閤堤の一部であることがわかりました。 

このため本市では、この遺跡の保存・活用を図るとともに、観光宇治の新たな拠点として

整備するため、関係地権者の皆さんとも協議を重ね、土地区画整理事業の大幅な計画変更

にご協力いただくこととなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）まちづくり構想の目的 

宇治橋周辺地域は、世界遺産である平等院や宇治上神社をはじめとする歴史・文化資源が

集積しており、これまで源氏物語や平安時代をテーマとした観光客誘致を展開してきまし

た。 

今回、宇治川太閤堤跡の発見を契機に、「秀吉と茶の湯」という新たなテーマを加えて、

歴史と文化に恵まれた宇治のまちづくりをもう一度見直し、源氏物語千年紀で賑わう宇治

のさらなる発展を目的として、「宇治茶と歴史・文化の香るまちづくり構想」を策定する運

びとなりました。 

石積み護岸と石出し 杭止め護岸 

～ 太 閤 堤 と は ～ 

 太閤堤は、1590 年代、伏見城築城に際してこれまで宇治橋付近から巨椋池に流れ込んでいた宇治川

の流れを付け替え、水運充実と街道整備を行うために豊臣秀吉が命じて造営されたと考えられる宇治

川・淀川堤防で、これまで宇治川左岸での存在は確認されていましたが、右岸では今回がはじめての

発見となります。 

通常こうした堤防遺跡は河川範囲にあることが多く、今回のように河川敷からはずれた場所で発見

され、かつ当時の原型をよくとどめているものは全国的にも稀です。 

また、今回発見されたものは、現代の治水技術に匹敵する高い技術が認められるたいへん貴重な遺

跡で、近く国の史跡に指定される予定です。 

宇治川太閤堤跡位置図 
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２ ．対象地区の設定 

本構想の策定にあたり、宇治橋周辺の歴史・文化遺産や観光施設とこれらを結ぶ観光周遊

ルートならびに「宇治市景観計画重点区域」を含み、まちづくりを一体的に進める必要が

ある一定の範囲を検討対象地区とし、下図の約 300ha を設定しました。 

対象地区位置図 




